


図版 2

1.2号土媛全景
(西 より)

2.1号土境 6層
遺物出土状況

(南 より)

3.1号土壌 6層
連珠支軒平瓦出土状況
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宝和華文lF丸瓦  1号土猿6層

宝れI華文軒メし瓦  2号土族 i層

宝村I華文軒丸瓦  1号土躾11壇

連珠文軒平瓦  1号土羨 6層

連珠文軒平瓦  表採

歯車文軒九瓦  表採

図版 3 出上軒瓦



図版 4 出土文字瓦

1 刻 Fp瓦「未」 表採

2 究lF,瓦「来」 表採

3 箆書き瓦「未」 1号 I:墳 6婚

4 箆書き瓦「 千J ll;i壌 6層

5 捷 書き瓦「大」 表上

6 箆書き瓦 「 ?」 表採

7 指書き瓦「 HI」 表採

8 箆許き瓦「 4J 疾採



須恵器 j・fN  l')■ 壊 3層

須恵器lTN  I号 上療 3層

須恵器郷   1号 上壊 3婚
須恵器lTN  l号 J:猿 3層
須恵器 ITN  l'}上 城 3層

10

須恵器ナ不  1■ ■城 3層
須恵器ナ不  1号 土城 3層
須恵器lTN  l号 土城 3層
須恵器ITN  l号 ■猿 3層
須恵器ナ不  1号 土壌 3層図版 5 出土須恵器郷



図版 6 出土須恵器lTh・ 甕・把手・風字硯

須恵器
'不

 1号 ■壊 3層
須恵器チ不 I号土壊 3層
須恵器j/N l号 ■城 3層
須恵器1不  1号 土療 3層
須恵器ナ不 ユ号土猿 3層

須恵器ITN  3号 土城
須恵器甕  表採
須恵器甕   1号 土壊 7層
須恵器把手  1号土壌 7～ 8層
風字硯    1号 土猿 6層



〔2〕 史跡睦奥国分寺跡

1.遺跡の位置と環境
史跡陸奥国分寺跡は仙台駅の南東約2 5km、国府多賀城跡から南へ10km離れた、仙台市木ノ下

にある。ここは広瀬川によって形成された河岸段丘最下段である下町段丘に当たり、標高16～

17mヤ命ある。

周辺には、古墳時代中期の遠見塚古墳、後期の法領塚古墳、弥生時代以降の集落跡である南

小泉遺跡、仙台市東郊条里跡などの追跡があり、北の丘陵地帯には陸奥国分寺や国府多賀城に

瓦を供給した台ノ原・小田原古窯跡群が広がっている。また、周辺一帯は、歌枕で著名な「宮

城野」の地であり、十数年前までは田畑が広く残されていたが、市街化が進むにつれ住宅が密

集してきている。

陸奥国分寺跡
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第13図 発掘調査区位置図



2.調査経過
史跡陸奥国分寺跡は、大正11年の史跡指定以来、数次にわたり調査が行われ、調査成果に基づ

いた環境整備が計画的になされてきている。

昭和55年度には東門跡付近の遺構確認調査が行われ、東門基壇および南北に延びる築地の存

在が確認され、また、南北方向の外囲濤、東門基壇を切る掘立柱建物跡が検出されている。

申請地は55年度調査区の南側に位置しており、東門跡に関連する遺構の存在が予想された。

3.発見遺構
地表から60～ 120cmの 深さまで攪乱が及び、黄褐色ローム地山層まで達している。調査区中央

部に直径90cmの コンクリー ト枠の井戸跡があり、構築の際の掘削による現世の攪乱と考えられ、

遺構は検出されなかった。

4.出土遺物
攪乱土層から平箱 2箱の瓦が出土した。文様瓦で

は、連珠文軒平瓦の瓦当面から顎にかけての破片が

1点ある。瓦当面には 3個の珠文が残存 し、珠文と

縁の間に三角形の部分を残 しているが、上縁は瓦当

面の上端角にあたり、欠損して不明である。顎には

縄目が施され、箆描きで一重の鋸歯文をあらわして

いる。焼成は竪く、色調は灰色で、胎土には小石
。

砂粒を合む (第14図 )。伊東信雄氏の分類 (註 1)に

よれば、第二類に属するもので、55年度の調査 (註

2)で も 4点出土している。
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―第14図 軒平瓦拓影

5。 まとめ

今回の調査では、何ら古代の遺構を検出できなかったが、推定寺域線の外側、東門跡の近辺

には遺構の存在が推測され、今後の調査をまちたい。             (金 森安孝)

註 1 伊東信雄「陸奥国分寺跡」陸奥国分寺跡発掘調査委員会編 昭和36年

註 2 仙台市教育委員会「史跡陸奥国分寺跡 昭不155年度環境整備予備調査概報―東門跡」円召和56年



〔3〕 上野遺跡

1.遺 跡 の位置 と環 境

上野遺跡は、仙台駅の南西約 6面、富田付近の標高30m前後の段丘上に位置しており、周辺

の水田より4～ 8m高 く、推定総面積鉤 haに も達する大遺跡で、以前から土器や石器を大量に

出土することが知られていた (註 1)。 遺跡の西方の台地上には山田上ノ台・北前遺跡 (旧石

器～縄文時代の集落跡 )、 】ヒ方の丘陵上には三神峯追跡 (旧石器 ?～縄文時代 )、 東方の沖積地

の自然堤防上には六反田・山口遺跡 (縄文時代)が分布している。

2.調査経過
調査地点は、畑地として利用されており、耕作による攪乱が著 しく、地表面に散布する遺物

量も多い所である。東西2.5m× 南西4.5mの 調査区を設定し、掘 り下げたところ、地表下60cm

の調査区北狽」で黒掲色ないし暗褐色シル トの遺物包含層を検出したが、耕作のため遺存状況は

悪く、さらに下層まで攪乱が及んでおり、褐色ローム層上面で遺構を検出した。

3.発見遺構
発見した遺構は、土羨 1基、ピット19個である。

1号土嬉 褐色ローム面で検出された。西半部が調査区外になるため平面形は確認できなかっ
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発掘調査区位置図
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たが、 2× 2m以上の不整楕円形を基調としている。深

さは40cm程であるが、底面は平坦でなく不明瞭である。

堆積土は、3層 に大別される。第 1層は、黒褐・暗褐色

シルト層であり、西側に厚く堆積している。第 2層 は褐色

の砂質及び粘土質シルト層で、しまりはなく、土羨中央

部に堆積しており、確認面から底面まで厚く堆積してい

る。また、第 2層の堆積土の下に第 1層の堆積土が入り

込んでいることが認められた。第 3層は黒褐色シルト層

で明褐色の粘土質シルト及び焼土・炭化物を含んでいる。

遺物は各層から縄文土器、石器が出土しているが、層

毎にまとまった出土状況を示さず、型式的にもまとまり

は見られなかった。

以上の平面形、底面、堆積土、遺物出土状況から、 1

号土壌は、何らかの攪乱によって形成されたものである

と考えられる。

ビット ピットは19イ固検出されているが、ピット15以外

は全て褐色ローム面で検出された。調査したのは10個であるが、全てシルト質の堆積土であり、

柱痕は確認されなかった。また、ピットの組合せ関係も不明である。

ピット1・ 3か ら縄文土器が出土しているが、小破片である。

4.出土遺物
(土器〉 表土・遺物包含層・ 1号土壌・ピットから出土した土器は全て縄文土器で、小破

片が多く摩減が著 しいため、全体の器形・文様構成を復元できるものはなかった。文様が判別

され、部位が半J明 したものは、 1号土羨から出土した70点とピットから出土した 3点である。

調査区西壁 引 31.20m卜 調査区北壁 ■31.20m

0          1n

―
第16図  調査区平面図

第17図 調査区土層断面図



これらの土器片は、文様の特徴から3類に分類される。

第 I類  第18図 8。 9、 第19図 7・ 8。 14・ 17・ 18。 22・ 23第20図 1～ 4・ 13・ 14・ 18。 19・ 、第21図 5。 6・ 8の

土器で口縁部形態・体部文様・施文方法などから、南方町長者原貝塚第 1群土器 (註 2)、 同町

青島貝塚第 7類土器 (註 3)と 類以しており、大木 8a式土器であると考えられる。

第Ⅱ類 第18図 1～ 4・ 10～ 23、 第19図 1～ 4・ 6・ 9・ 13'15。 16・ 19。 20、 第20図5'7～ 10・ 12・

15～ 17、 第21図1～ 3・ 7の土器で、文様形態・施文方法などから、南方町青島貝塚第 8類土器て

大郷町大松沢貝殻塚貝塚出土土器 (註 4)と 類以しており、大木8b式土器であると考えられる。

第Ⅲ類 第18図5～ 7、 第19図 5,10～ 12・ 21、 第20図 6。 11の 土器で、文様形態・施文方法などから、

南方町青島貝塚第 9類土器、大郷町上深沢遺跡出土土器 (註 5)と 類以しており、大木 9式上

器であると考えられる。

(石器〉 表土・ 1号土竣から出土している。石錐 。石匙・スクレーパーなどの剣片石器、

凹石などの礫石器がある (第22図 )。

5.ま とめ
上野遺跡は、各取川の形成した段丘上に位置し、推定総面積鍋haと いう広大な範囲に広がり、

時代も縄文時代中期から平安時代に及ぶものである。今回の調査は2.5× 4.5mと いう限られ

た面積のために遺跡の性格を明らかにするには至らなかったが、土壊 1基、ピット19個を検出

した。土竣は人為的なものとは考えにくく、ピットの組合せ関係も不明である。

出土した縄文土器・石器は、縄文時代中期大木8a・ 8b・ 9式期のものであり、調査区付近

でも縄文時代中期の遺構が存在するものと考えられる。      (金 森安孝・主浜光朗)

註 1 昭和51年に仙台市教育委員会が「第 1回仙台市青少年文化財講ぬ として発掘調査を実

施しており、縄文時代中期 (大木8b～ 10式期)～平安時代の遺構 。遺物を発見してぃる。

註 2 南方町教育委員会『長者原貝塚』南方町文化財調査報告書第 1集 昭和53年

註 3 南方町史編集委員会編『宮城県登米郡南方町青島貝塚発掘調査報告』昭和50年

註 4 加藤孝「陸前国大松沢貝殻塚の研究」『宮城学院女子大学研究論集』9。 10 昭和31年

註 5 宮城県教育委員会『上深沢遺跡一東北自動車道遺跡調査報告書 I』 昭和53年
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1号土媛 1層 出土土器註記表

第18図  1号土塘 1層出土土器実測図・拓影
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第19図  1号土塘 2・ 4層出土土器実測図・拓影
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1号土渡 5層 出土土器註記表

第20図  1号土嬢 5層出土土器実測図・拓影
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ピット出土土器註記表

1号土躾 5層 (1～ 4)・ 8層 (5)出 土土器註記表
部  位 外 面 施 文 ・ 調 整 内面施文 調整 写真Nα 備    考
l l体 部 縄文 (LRL横 位回転 )一沈線文 横位調整 ミガキ 図版923 第Ⅱ類
2 体  部 縄文 (原体不明)→隆線文→沈線文 斜位調整 ミガキ 第Ⅱ類

3 低 部 縄文(LR横位回転 )一隆線文→調整 (ナ デ ) 横位調整 ナ  デ 9-2-5 第二類

4 体  部 隆 線 文→沈 線 文 斜位調整 ガキ 9-2-8

5 口縁部 隆線文→沈線文一調整 横位調整 ガキ 9‐ 3-1 菊 I類

部  位 外 面 施 文 ・ 調 整 内面施 文・調 整 写真No 備 考

6 口縁部 隆 線 文→刺 突 文 不 明 図版932 第 I類
7 口縁部 縄文 IR L横位回転 )→隆線文→沈線文 横位Fla3整 (ミ ガキ) 9-3^3 第Ⅱ類

8 体  部 隆線文→沈線文・刺突文 不 明 第 I類

第21図  1号土塘 5。 8層 ,ピット出土土器実浪」図・拓影
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図版 7

1.調 査区全景

2.1号土媛底面遺物出土
状況

3.1号 土媛 1層
出土土器
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1.1号土攘2層出土土器鞘
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図版 9

1.1号 ELE 5層 出土土器

2.1号土媛5層出土土器

3.1号土媛8層 ゝピット
出土土器
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〔4〕 郡山追跡

1.遺 跡 の位置 と環 境

遺跡は郡山 2～ 6丁 目に及び、西は東北本線から東は仙台バイパスまで、南は諏訪神社から

北は八本松との境界付近まで、東西800m、 南】L900mの広がりが考えられる。この中で、推定方

四町外郭線の官衛ブロックは、中央北守りの一角を占めている。

周辺には、西台畑・的場 。篭ノ瀬 。矢来・欠ノ上遺跡、古碑群、北目城跡などの追跡があり

この地域は縄文時代から現在まで連綿と文化が受け継がれて来た地域といえる。また、南、北

東に河川、西に丘陵という三角地帯の東辺に位置するこの地区は、天然の要衝ともいえよう。

2.調査経過
(1)第 19次発掘調査 4× 2.5mの調査区を設定した。1～ 4層は若子の遺物を合むが、攪乱層で

ある。地表より約60cn掘 り下げ、 5層上面で竪穴住居跡 1軒 、土竣 2基を検出した。

(2)第20次発掘調査  1× 9mの調査区を設定した。 5層 目で地山の黄燈色シル ト質粘土を検出

し、この上面で掘立柱建物跡柱穴 1基、土壊 1基、濤跡 1条 を検出した。

(3)第21次発掘調査  2× 6mの調査区を設定した。表土を約70cm掘 り下げたところで、暗緑灰

色砂質シル トの水田床土を検出した標高10.5m前後で、地山上の黄褐色砂質シルトを検出した。

その下層には、にぶい黄褐色砂層があり、旧河川跡 と考えられる。

(4)第22次発掘調査  3× 2.6mの 調査区を設定した。表土を1.2m掘 り下げたところで、厚さ15～

20cmの 黒褐色シル ト質粘上の旧水田床土を検出、この床土直下で、東西方向に延びる濤肋 1条

を検出した。

3.発見遺構 。出土遺物
(0第 19次発掘調査

S179住居跡 全形は不明であるが壁は残存高10～ 15cm、 床面はほぼ平坦で貼床が一部に残

存 している。また、性格は不明であるが、床面から掘 り込まれた 5個のピットも検出された。カ

マ ドは東壁に設置されており、凝灰岩切石の 2本の支脚を有し、遺存状態は良好である。袖部

は黄褐色粘土で構築されている。住居跡貼床の下層から旧住居の堆積土が、左袖部から旧カ

マ ドの痕跡が、住居跡外側から煙道がそれぞれ検出され、住居の造り替えが考えられる。遺物は

住居跡堆積土から土師器高ナ不、須恵器平瓶 。

'不

・蓋、円形石製品・土製品・琥珀、カマ ドから

須恵器蓋、格子叩き目の平瓦が、旧煙道部から刀子が出土している。住居跡の出土遺物の中で

土師器郭の出土量がきわめて多い。
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S K80土 媛 円形と考えられる土墳の一部を検出した。壁高は10～ 30omで、堆積土は褐色砂

質シルトである。S179住居肋を切って掘り込まれており、出土遺物には須恵器蓋がある。

S K81土 媛 一部のみ検出されたため全形は不明である。壁高は30cmで、堆積土は上層が黒褐色

粘土質シルト、下層がにぶい黄褐色砂質シルトである。 S179住居跡を切って掘り込まれてお

り、土師器ナ宛、円面硯を出土している。

(2)第20次発掘調査

S B208掘立柱建物跡 調査区東側で検出、掘り方は 1辺70cm前後の方形で深さ80cm、 柱痕跡

直径が約20cmである。 1基のみであるため、建物の方向・規模についての詳細は不明である。

S K209土 媛 平面は不整方形で断面が逆台形を呈し、壁高が約80cmである。直径1lcm、 高さ

8 cmの 曲物が出土した。土渡についての詳細は不明である。

S D210溝跡 調査区西側で検出し、幅10～20cm、 深さ2～ 3 cmである。堆積土中より少量の

土師器片を出土した。

(3)第 21次発掘調査

調査区は地山土まで攪乱が及んでおり、遺構・遺物は検出されなかった。

(4)第 22次発掘調査

S D212溝跡 東西方向に延びる濤で、推定方四町南辺の大濤と考えられる。幅は不明、深さは約

55cmで ある。暗褐色粘上の堆積± 2層 が、径 3～ 10cmの河原石を多量に包含していた。出土遺物に

は、土師器ナ不・甕・壺、須恵器JTA・ 甕がある。土師器壷は頚部片であるが、内面には厚く漆が付着

している。また、濤肋検出面の下層より、内外面朱塗りの上師器甕の口縁部破片が 1点、旧水

田床土から戻斗瓦と考えられる破片 1点が出土している。

4.ま とめ
第19次調査で検出されたS179住居跡の床面、カマド出土の土師器ナ不は全て郡山追跡で分類 し

ているj7・ I類 に属する。このナ不I類の土器は、いわゆる在地系の土器類とは明確に区別できる

ものであり、関東地方の鬼高式終末期から真間式初期に見られるものであり、この住居跡は 8世

紀前半のものと考えたい。これらのことから、官衛域内には関東系土器を使用した人々が居住

していたといえるだろう。しかし、官衡域内でこうした竪穴住居がどの様な役割、性格を帯び

たものであったのかは、昭和57年度から始まる推定方四町官衛域内の発掘調査の成果を待って、

檎討していきたい。                  (加 藤正範 。金森安孝・長島栄一 )

(「〔4〕郡山遺跡」についての詳細は、仙台市文化財調査報告書第38集「郡山遺跡Ⅱ一昭利56

年度発掘調査概報一」を参照されたい。)
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